
第 9 回西日本心臓電気生理研究会 

日時：2016 年 9 月 10 日（土） 13：00～18：15 

場所：電気ビル 共創館 3 階 A 大会議室 参加費：1000 円 

 

開会の辞 

13：00～13：05 大分医科大学名誉教授、西日本心臓電気生理研究会顧問 有田 眞先生 

 

一般演題 

セッション 1. 座長   貝谷和昭 

コメンテーター  竹本真生、三浦史晴、廣島謙一 

① 13：05～13：20 器質的心疾患のない 2 歳児の難治性心室頻拍・心室細動に対するカテーテルアブレーションを 

含む治療の検討 

久留米大学医学部小児科 1）、久留米大学医学部心臓血管内科 2）、福岡市立こども病院 3） 

岸本慎太郎 1）、鍵山慶之 1）、籠手田雄介 1）、須田憲治 1）、大江征嗣 2）、牛ノ濱大也 3） 

② 13：20～13：35 左房低電位領域 border に rotor が存在し同部位のアブレーションにより心房細動が消失した 

持続性心房細動の１例 

佐賀県医療センター好生館 循環器内科 1)、EP Expert Doctors-Team Tsuchiya2) 

山口尊則 1)2)、土谷 健 2）、福井 暁 2)、河野佑貴 1) 

③ 13：35～13：50 左房低電位領域（LVZ）を有さない持続性心房細動（PeAF）症例は肺静脈前庭部隔離術（PVAI） 

のみで十分である 

EP Expert Doctors-Team Tsuchiya 

福井 暁、土谷 健、山口尊則 

一般演題 

セッション 2. 座長   三浦史晴 

コメンテーター  貝谷和昭、篠原徹二、山口尊則 

④ 13：50～14：05 Clinical Benefits, Efficacy, and Safety of Deep Sedation with Supraglottic Airways during  

Catheter Ablation of Atrial Fibrillation 

Munakata Suikokai General Hospital, Cardiovascular Center1)、Fukuoka Memorial Hospital,  

Cardiovascular Medicine2)、 Fukuoka City Hospital, Cardiovascular Medicine3)、Saga-Ken Medical 

Center Koseikan, Cardiovascular Medicine4) 

Mito T 1), Takemoto M 1), Hida S 1), Masumoto A 2), Nagaoka K3), Kawano Y 4), Kang H 1), Tanaka A 1),  

Matsuo A 1), Hironaga K3), Okazaki T 1), Tayama K 1), Yoshitake K 1), Kosuga K 1).  

⑤ 14：05～14：20 運動後失神を伴う左室流出路起源心室頻拍に対するカテーテルアブレーション 

 天理よろづ相談所病院 循環器内科 1)、天理よろづ相談所病院 臨床検査部 2) 

今村沙梨、貝谷和昭、黒田真衣子、大西尚昭、泉知里、中川義久、中野雄太、 

安田健治、杉村宗典 

⑥ 14：20～14：35 失神を呈した下壁誘導に J 波を有する冠攣縮性狭心症患者の 2 症例 

   大分大学 医学部 循環器内科・臨床検査診断学講座 

  近藤秀和、篠原徹二、今村貴亮、川野杏子、石井悠海、三好美帆、綾部礼佳、齋藤聖多郎、 

岡田憲広、長野徳子、秋岡秀文、秋好久美子、手嶋泰之、油布邦夫、中川幹子、髙橋尚彦 

 

 



一般演題 

セッション 3. 座長   竹本真生 

コメンテーター  山口尊則、廣島謙一、福井 暁 

⑦ 14：35～14：50 心サルコイドーシスに合併した VT に対するアブレーション時に MRI 所見が有用であった症例 

済生会福岡総合病院 

坂本和生、野副純世 久保田徹 岡部眞典 

⑧ 14：50～15：05 心房ペーシング不全を契機に心アミロイドーシスが判明し、急激な経過を辿った洞不全症候群の 

  一例 

  産業医科大学 循環器・腎臓内科 1)、産業医科大学 不整脈先端治療学講座 2) 

  高橋正雄、荻ノ沢泰司、大江学治、安部治彦、河野律子 

⑨ 15：05～15：20 小倉記念病院におけるクライオアブレーションの現状と課題 

  小倉記念病院 循環器内科 

  伊勢田高寛、廣島謙一 

 

―15 分休憩― 

基調講演   座長 髙橋尚彦 

15：35～16：05 

「持続性心房細動での Fibrotic tissue ablation：理論と実践」 

 EP Expert Doctor - Team Tsuchiya 代表 土谷 健 先生 

―5 分休憩― 

 

特別講演 Ⅰ 座長 清水昭彦 

16：10～17：00 

 

「除細動器治療の新展開～WCD、S-ICD の役割と課題～」 

弘前大学大学院医学研究科 不整脈先進治療学講座 准教授 佐々木真吾 先生 

 

―5 分休憩― 

特別講演 Ⅱ 座長 土谷 健 

17：05～17：55 

「心房細動アブレーション：risk reduction の重要性」 

東京医科歯科大学医学部附属病院 不整脈センター長 平尾見三 先生 

 

 

 

17：55～18：15  講評及び閉会の辞 大分医科大学名誉教授、西日本心臓電気生理研究会顧問 有田 眞先生 

 

敬称略 

 


